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平 成 27年 産 水 稲 の 作 付 面 積 及 び ９ 月 15日 現 在 に お け る 作 柄 概 況

（兵庫県）

－ 主 食 用 作 付 見 込 面 積 は ３ 万 5,700ha（ 前 年 産 に 比 べ 800ha減 少 ） の 見 込 み

水 稲 の 10ａ 当 た り 予 想 収 量 は 497kg（ 前 年 産 に 比 べ 10kg増 加 ） の 見 込 み －

【調査結果の概要】

１ 兵 庫 県 に お け る 平 成 27年 産 水 稲 の 作 付 面 積 （ 青 刈 り 面 積 を 含 む 。） は ３ 万 8,200

haで 、 うち 主 食用 作 付見 込 面積 は ３万 5,700haが 見 込ま れ る。

２ ９ 月 15日 現 在 に お け る 兵 庫 県 の 水 稲 10ａ 当 た り 予 想 収 量 は 497k gで 、 前 年 産 に

比べ 10kgの 増 加が 見 込ま れ る。

３ 主 食 用 作 付 見 込 面 積 に 10ａ 当 た り 予 想 収 量 を 乗 じ た 兵 庫 県 の 予 想 収 穫 量 （ 主 食

用） は 17万 7,400ｔで 、 前年 産 に比 べ 400ｔの 減 少が 見 込ま れ る。

図 作 柄 表 示 地 帯 別 10ａ 当 た り 予 想 収 量 （ ９ 月 15日 現 在 ）

○ 主 食用 作付見 込面 積とは 、水稲 作付 面積（青刈 り面積を含む。）か ら、生産数量 目標の外数とし て

取 り 扱 う 米 穀 等 （ 備 蓄 米 、 加 工 用 米 、 新 規 需 要 米 等 ） の 作 付 面 積 を 除 い た 面 積 （ 見 込 み ） で あ る 。

○ 10ａ 当 た り 予 想 収量 及 び 予 想収 穫量 は 、 1.70㎜ の ふる い 目幅 で選 別 され た 玄米 の重 量 であ る 。

なお、農家等が使用しているふるい目幅ベースの作況指数は２ページ表２を参照。

○ こ の 作 柄 は 、 そ の 後 の 気 象 が 平 年 並 み に 推 移 す る も の と し て 予 測 を 行 っ た も の で あ る 。 し た が っ

て今後の気象条件により作柄は変動することがある。

この 統計調 査結果 は、以下 のアド レスか らご覧 いただけ ます。

【 http://www.maff.go.jp/kinki/toukei/kouhyoukekka/2015.html 】

この 統計調 査にお ける調査 の目的 、調査 対象数 等は【調 査の概 要】に 掲載し ています 。
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◎ 水 稲調 査結 果の 主な 利活用

・ 主要 食 糧 の需 給 及 び 価格 の 安 定に 関 す る 法律 （ 平 成６ 年 法 律 第 113号 ） に 基づ き 毎 年
定 め る こ と と さ れ て い る 米 穀 の 需 給 及 び 価 格 の 安 定 に 関 す る 基 本 指 針 及 び 米 穀 の 需 給
見 通しの ための 資料

・ 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 計 画 に お け る 生 産 努 力 目 標 の 策 定 及 び 達 成 状 況 検 証 の た め の
資料

・ 米・畑 作物の 収入減少 影響緩 和対策 （ナラ シ対策） の交付 金算定 のため の資料
・ 農 業 災 害 補 償 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 185号 ） に 基 づ く 農 作 物 共 済 事 業 に お ける 共 済 基準

収 穫量算 定のた めの資料

【調査結果】

１ 作 付 面積

平 成 27年 産 水 稲 の 作 付 面 積 （ 青 刈 り 面 積 を 含 む 。） は ３ 万 8,200haで 、 前 年 産

に比 べ 400haの 減 少が 見 込ま れ る。な お、主食 用 作付 見 込面 積 は３ 万 5,700haで、

前年 産 に比 べ 800haの 減 少が 見 込ま れ る。

２ 作 柄 概況

穂 数 及 び １ 穂 当 た り も み 数 は 、 田 植 え 後 の 気 象 経 過 等 に よ り 、 作 柄 表 示 地 帯
間で ば らつ き があ る もの の 、兵 庫 県全 体 では 平 年並 み とな っ た。

こ の ため 、 全も み 数は 平 年並 み とな っ た。

登 熟 は 、 も み 数 の 少 な い 淡 路 で は 補 償 作 用 等 に よ り や や 良 が 見 込 ま れ る が 、

県北 で は、も み数 が 多く な った こ とに 加 え、登熟 期 の日 照 不足 等 の影 響 によ り、

不良 が 見込 ま れる こ とか ら 、兵 庫 県全 体 では 平 年並 み が見 込 まれ る 。

以 上 の こ と から 、 ９ 月 15日 現 在 に お け る兵 庫 県 の 10ａ 当 た り 予 想 収量 は 497kg

（前 年 産に 比 べ 10kg増加 ） が見 込 まれ る 。

作 柄 表示 地 帯別 で は、県 南は 496kg(同 11kg増 加 )、県 北は 505kg(同 ９ kg増 加 )、

淡路 は 495kg(同３ kg増加 )が 見 込ま れ る。

表１ 平成 27年 産水稲の 作付面 積及び ９月 15日 現在の 10ａ当たり 予想収 量

注：１ 10ａ当たり予想収量は、 1.70㎜のふるい目幅で選別された玄米の数量である。
２ 主 食 用 作 付 見 込 面 積 と は 、 水 稲 作 付 面 積 （ 青 刈 り 面 積 を 含 む。） か ら 、 生 産 数 量 目 標 の 外 数 と し

て取り扱う米穀等（備蓄米、加工用米、新規需要米等）の作付面積を除いた面積（ 見込み）である。
３ 表中の「△」は、減少したことを示している。

表２ 作柄表示 地帯別 10ａ当た り予想 収量及 び作柄概 況（９ 月 15日現 在）

注：１ ① 10ａ当たり予想収量は、1.70㎜のふるい目幅で選別された玄米の数量である。
２ （ 参考 ）の農 家等 が使用している ふるい目幅で選 別された② 10ａ当たり 予想収量、③ 10ａ当た り

平 年収量及び④作 況指数について は、全国農業 地域において農家等が使用しているふるい目幅の分
布 において、大き いものから数え て９割を占め るまでのふるいの目幅（近畿は 1.80㎜）以上に選別
された玄米を基に算出した数値である。

区　分  実　数 前年産との比較
主食用作付
見込面積

予想収穫量
（主食用）

対　差 ① 対　差 ②

ha ha ％ kg kg ha t

兵庫県 38,200 △ 400 99 497 10 35,700 177,400

対　比

10ａ当たり予想収量作付面積（青刈り面積を含む。）

実　数
③＝①×②

前年産との比較

参　　  考

10ａ当たり
予想収量

10ａ当たり
平年収量

作　況
指　数

① ② ③ ④＝②／③

kg kg kg

 兵 庫 県  497 484 491 99 平年並み 平年並み 平年並み 平年並み

 県　南  496  483  491  98 平年並み やや少ない 平年並み 平年並み

 県　北  505  492  494  100 多　　い 平年並み 多　　い 不　　良

 淡　路  495  476  486  98 少 な い やや多い やや少ない や や 良

10ａ当たり
予想収量

（参考）農家等が使用している
　　ふるい目幅で選別

穂数の多少

　平　年　比　較　

区　分 １穂当たり
もみ数の多少

全もみ数
の多少

登熟の良否
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【調査の概要】

１ 調 査 の目 的

本 調 査 は 、 作 物 統 計 調 査 の 水 稲 作 付 面 積 調 査 及 び 水 稲 作 柄 概 況 調 査 と し て 実 施

し、水稲 の 作付 面 積、作 柄 状況 を 明ら か にす る こと に より 、生 産 対策 、需 給調 整、

経営 安 定対 策、技術 指 導等 の 農政 推 進の た めの 資 料と す るこ と を目 的 とし て いる 。

２ 調 査 対象 数

(1) 作 付面 積 調査

標 本単 位 区： 999単 位区 巡回 ・ 見積 り ： 41市 町

(2) 作 柄概 況 調査

作 況標 本 筆調 査 ： 230筆 作況 基 準筆 調 査： 12筆 巡 回・ 見 積り ： 41市 町

３ 調 査 事項

水 稲 の 作 付 面 積 、 穂 数 の 多 少 、 も み 数 の 多 少 等 の 生 育 状 況 、 登 熟 状 況 、 被 害 状

況及 び 耕種 状 況

４ 調 査 期日

(1) 作 付面 積 調査 ： ７月 15日現 在

(2) 作 柄概 況 調査 ： ９月 15日現 在

５ 調 査 方法

(1) 作 付面 積 調査

調 査 は 、 標 本 単 位 区 に 対 す る 職 員 又 は 統 計 調 査 員 に よ る 実 測 調 査 及 び 職 員 に

よ る 巡回 ・ 見積 り によ り 行っ た 。

(2) 作 柄概 況 調査

調 査 は 、 職 員 又 は 統 計 調 査 員 に よ る 、 作 況 標 本 筆 及 び 作 況 基 準 筆 に 対 す る 実

測 調 査並 び に巡 回 ・見 積 りに よ り行 っ た。

６ 集 計 方法

(1) 作 付面 積 調査

対 地標 本 実測 調 査結 果 及び 巡 回・ 見 積り 結 果に よ り取 り まと め てい る 。

(2) 作 柄概 況 調査

調 査 事 項 に つ い て 、 作 況 標 本 筆 調 査 結 果 を 集 計 し 、 巡 回 ・ 見 積 り に よ り 補 完

し て 取り ま とめ て いる 。

７ 用 語 の解 説

(1) 「 青 刈 り 」 と は 、 子 実 の 生 産 以 前 に 刈 り 取 ら れ て 飼 肥 料 用 な ど と し て 用 い ら

れ る も の （ Ｗ Ｃ Ｓ 用 稲 、 わ ら 専 用 稲 等 を 含 む 。） の ほ か 、 飼 料 用 米 、 バ イ オ 燃

料 用 米を 指 す。

(2) 「 穂 数 の 多 少 」 と は 、 １ ㎡ 当 た り に 出 穂 し た 全 て の 穂 の 数 が 平 年 と 比 較 し て

多 い か 少 な い か を 表 し て お り 、 多 い 、 や や 多 い 、 平 年 並 み 、 や や 少 な い 、 少 な

い の ５段 階 で表 し てい る 。

(3) 「 １ 穂 当 た り も み 数 の 多 少 」 と は 、 １ 穂 に つ い て い る 全 て の も み の 平 均 数 が

平 年 と 比 較 し て 多 い か 少 な い か を 表 し て お り 、 多 い 、 や や 多 い 、 平 年 並 み 、 や

や 少 ない 、 少な い の５ 段 階で 表 して い る。

(4) 「 全 も み 数 の 多 少 」 と は 、 １ ㎡ 当 た り の 全 て の も み 数 が 平 年 と 比 較 し て 多 い

か 少 な い か を 表 し て お り 、 多 い 、 や や 多 い 、 平 年 並 み 、 や や 少 な い 、 少 な い の

５ 段 階で 表 して い る。
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(5) 「 登熟 の 良否 」と は、登 熟（ 開 花、受 精 から 成 熟期 ま での も みの 肥 大、充 実）

が 平 年 と 比 較 し て 良 い か 悪 い か を 表 し て お り 、 良 、 や や 良 、 平 年 並 み 、 や や 不

良、 不 良の ５ 段階 で 表し て いる 。

(6) 前 述 の 平 年 比 較 と は 、 過 年 次 の 作 況 標 本 筆 結 果 か ら 作 成 し た 各 収 量 構 成 要

素（ １ ㎡当 た り穂 数 等） の 平年 値 との 比 較で あ る。

(7) 「 作 況 指 数 」 と は 、 10ａ 当 た り 平 年 収 量 に 対 す る 10ａ 当 た り 予 想 収 量 の 比 率

であ る 。

な お 、 平 成 26年 産 以 前 は 1.70 m mの ふ る い 目 幅 で 選 別 さ れ た 玄 米 を 基 に 算 出

し て い た が 、 平 成 27年 産 か ら は 、 当 該 全 国 農 業 地 域 の 農 家 等 が 使 用 し て い る

ふ る い 目 幅 の 分 布 に お い て 、 大 き い も の か ら 数 え て ９ 割 を 占 め る ま で の ふ る

いの 目 幅以 上 に選 別 され た 玄米 を 基に 算 出し た 数値 で ある 。

近 畿 に お い て は 、 1.80 m mの ふ る い 目 幅 で 選 別 さ れ た 玄 米 を 基 に 算 出 し て い

る。

(8) 「 10ａ 当 た り 平 年 収 量 」 と は 、 水 稲 の 栽 培 を 開 始 す る 以 前 に 、 そ の 年 の 気 象

の 推 移 や 被 害 の 発 生 状 況 な ど を 平 年 並 み と み な し 、 最 近 の 栽 培 技 術 の 進 歩 の 度

合 い や 作 付 変 動 等 を 考 慮 し 、 実 収 量 の す う 勢 を も と に 作 成 し た そ の 年 に 予 想 さ

れる 10ａ当 た り収 量 をい う 。

８ その 他

(1) こ の 資料 の うち 作 付面 積 の数 値 は概 数 値で あ る。

(2) 本 調 査 に お け る 作 柄 概 況 （ ９ 月 15日 現 在 ） は 、 そ の 後 の 気 象 が 平 年 並 み に 推

移 す る も の と し て 作 柄 予 測 を 行 っ た 。 し た が っ て 、 今 後 の 気 象 条 件 に よ り 作 柄

は変 動 する こ とが あ る。

統 計数 値 につ い ては 、 下記 の 方法 に よっ て 四捨 五 入し て いる 。

問 い 合 わ せ 先

◎ 本 統 計 調 査 結 果 に つ い て

近 畿 農 政 局 兵 庫 支 局 統 計 チ ー ム

電 話 ： 078-391-2873（ 直 通 ）

Ｆ Ａ Ｘ ： 078-392-7558

 多　　少
( 良　否 )

少ない
(不良)

やや少ない
(やや不良)

平年並み
やや多い
(やや良)

多   い
(良)

対平年比 94％以下 95～98％ 99～101％ 102～105％ 106％以上

７桁以上
（100万）

６桁
（10万）

５桁
（万）

４桁
（1,000）

３桁以下
（100）

３桁 １桁
四捨五入
し な い

　四捨五入する前（原数） 1,234,567 123,456 12,345 1,234 123

　四捨五入した後（統計数値） 1,235,000 123,500 12,300 1,230 123

例

原 数

四捨五入する桁数（下から） ２桁

【 利 用 上 の 注 意 】


